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今年 3月に仙台市で第 3回国連防災世界会議が開催され、「仙台防災枠組（2015-2030）」が採択された。
第 1回は横浜、第 2回は兵庫県神戸市で開催されたので、10年に 1回開催されてきた国連防災会議はすべ
て日本で開催されている。日本は自然災害の多い国であるので、開催国としてこの新しい防災枠組をどのよ
うに生かしていくのかが国政はもとよりすべての関係機関の責務である。
この会議では、2005年に採択された兵庫行動枠組の果たしてきた役割の評価がされて、「総体的に、兵庫
行動枠組みは、市民や各機関の意識啓発、政治的コミットメントの形成、あらゆるレベルにおける多様なス
テークホルダーによる行動に焦点を当て、促進するために、重要な手段となってきた」と認識された。しか
し、その後 10年間、災害によってもたらされる被害は甚大であり、あらゆる災害への暴露に比べ、その国
が準備した「脆弱性を弱め、強靭性を高める」対応は十分でなかったと認識された。この認識は日本におい
ても同様である。阪神淡路大震災から 20年、兵庫行動枠組み採択から 10年を経て、我が国が培ってきた防
災対策がありながら、東日本大震災の被害の甚大さをみると今までの対策では不十分であったことが明らか
である。
今回採択された仙台防災枠組は、今後 15年間で達成すべき成果を次のように明らかにしている。
人命・くらし・健康と、個人・企業・コミュニティ・国の経済的・物理的・社会的・文化的・環境的資産
に対する災害リスク及び損失を大幅に削減する。
この会議は各国の大臣級が集まる会議なので、それまではどうしても後半のさまざまな資産に対する損失
への対応が重点的に論じられてきた嫌いがあるが、この度の枠組みでは冒頭で「人命・くらし・健康に対す
る災害リスクと損失の大幅な削減」を取り上げており、その次に書かれている「ゴール、指導原則、優先行
動、ステークホルダー」にも随所に保健医療福祉にかかわる箇所が出てくる。
看護界は、国内では日本災害看護学会を含む看護系学会の連合体である日本看護系学会協議会がそれぞれ
の学会の活動を尊重しながら垣根を越えて活動できる仕組みができている。また、国際的には、国際看護師
協会や世界災害看護学会が存在する。すべてが学術機関として今何をすべきかを問われている。東日本大震
災の経験から多くのことを学んだが、それを整理し、次への災害リスク削減に向けて取り組むときがまさに
今であると強く思う。
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